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ＧＥＯＮＥＴを用いた西南日本のスロースリップイベントのモニタリング
Monitoring of small short-term SSEs in southwest Japan based on GEONET data
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西南日本では，南海トラフに沿ったプレート沈み込み帯で，深部低周波微動やそれに伴ったスロースリップイベント
が発生していることが確認されている (Obara 2010　他)．このスロースリップイベントのうち，特に東海地域で発生し
ている短期的なスロースリップは，規模が非常に小さくＧＰＳによる検出は困難であるとされていた．本研究は，東海
地域を含む西南日本でスロースリップに類する現象をＧＰＳ測地データを用いた断層インバージョンによりモニタリン
グする試みである．
我々は国土地理院ＧＥＯＮＥＴの三次元座標値（Ｆ３解）を使用し，西南日本における１９９６年～２０１１年の１

６年間のプレート境界のスリップの検出を以下の手順で行った．
１．ＧＰＳ時系列データに含まれている地震やアンテナ交換などによるオフセットを取り除く．
２．各観測点に共通な誤差を取り除くために，時系列全体に主成分分析を行い，第一主成分を共通誤差として取り除く．
３．７日間のギャップを挟んだ，その前後１０日間の平均の位置の差をとる．
４．上述の処理を行ったデータに対して，Yabuki and Matsuura.(1992)の断層インバージョンを行う．
インバージョンを行う際，制約条件として断層面上で十分な分解能がないところはすべり量が小さくなるとした．すべ

り方向はフィリピン海プレートの沈み込み方向とその逆方向に固定した．また今回新しく，すべり量をバックスリップ
方向にはフィリピン海プレートの沈み込み速度を超えない，深部ではどちらの方向にもすべり量が０になるという条件
を加えた．
今回加えた条件により，2011年本大会で報告した深部に見られたフォワードスリップや非現実的な大きなバックスリッ

プが結果に生じてしまう問題が低減され，スロースリップと思われる変動のみが，より顕著に現れるようになった．本
発表ではこの結果を精査し，防災科学研究所により報告されている歪計を用いて検出されたスロースリップに対する検
出率を検討する．
今回，解析を行うにあたり国土地理院ＧＥＯＮＥＴのＦ３解，気象庁の一元化震源データを使用させていただきまし

た．ここに記して感謝いたします．
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